
「三陸復興国立公園」利用者対応強化調査事業の概要 
 

 

１．事業の目的 

宮城県では、平成２４年５月、環境省において公表された「『三陸復興国立公園』の創設を

核としたグリーン復興ビジョン」（以下「ビジョン」という。）を活用し、国内外から被災地

への観光客等の入れ込みを増加させ、復興の加速化を図ることを考えている。 

本事業はその実現に向けて、将来、三陸復興国立公園に編入される予定の地域において、国

内外からの利用者への対応を強化することを目的に、資源調査等並びに関係市町・観光団体等

との意見交換及び有識者会議を通じ、「ビジョン」の具体的な取組である「グリーン復興プロ

ジェクト」を活用した復興のあり方を検討・取りまとめるとともに、インターネットを活用し

た情報発信・案内手法の検討等を行うものである。また、三陸復興国立公園の創設を契機とし

た地域活性化の機運醸成のためのシンポジウムを開催する。 

 

２．事業の内容 

１）調査・検討 

対象地域における既存資料・文献調査や現地概査、先進地域の事例調査、関係市町村等の意

見聴取を行い、グリーン復興プロジェクトを本県において推進するための下記項目についてハ

ード整備やソフト事業のあり方等について検討する。 

検討に際しては国立公園、エコツーリズム、長距離トレイル、観光による地域振興等に関す

る専門家により構成される有識者会議を設置し、専門的知見からの意見や助言を得る。 

 

①県立自然公園の三陸復興国立公園への編入の可能性・課題及び編入の効果 

②復興エコツーリズム 

③里山・里海フィールドミュージアム 

④東北海岸トレイル 

⑤拠点施設（ビジターセンター、トレイルセンター等） 

⑥情報発信 

 

２）シンポジウムの開催 

グリーン復興プロジェクトを活用した具体的な取組を進めるため、地元の機運醸成に向けた

シンポジウムを開催する。 

 

３）パンフレットの作成 

国内外からの訪問者（特にアジア自然公園会議の参加者）に対して、グリーン復興の考え方

や本県沿岸部の被災状況、復興に向けた取組状況等を紹介するため、多言語によるパンフレッ

トを作成する。 

 

資料１ 



 

３．事業の実施フロー 
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